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J�林水産省J�産園芸局植物防疫課 大

農業生産現場 に お り る 土壌病害虫等の防|徐や， 出産物
の貯蔵倉庫等での害虫防除等 に 幅広 く 利用 さ れて い る 臭
化 メ チ ノレ に つ い て は， 平成 9 ( 1997) 年の第 9 巨| モ ン ト
リ オ ー jレ議定書締約国会合に お い て ， 段階的削減ス ケ ジ
ュ ー jレ を 5 年 間 前倒 し し て ， 平成 17 (2005) 年 に 全廃

す る こ と が決定 さ れた。 こ れ を 受 け ， 段業生産 に影響が
出 な い よ う ， 適切 に対応す る た め， 関係団体， 行政， 試
験研究機関等の 関係者が， 直面す る 課題 に 係 る 共通認識
の下に連携 を 図 り つ つ ， 各般の対策 を 的fr{Ji に 実施 し て い
く こ と と し て い る 。

農林水産省で は ， こ の問題 に 対応す る た め， 補助事業
に よ る 代替薬剤の開発促進お よ び代替技術の 実証や， 熱
水消毒等の技術開発 を推進 し て き た ほ か， 今後予定す る
主 な取 り 組み と し て は以下の よ う な取 り 組み を行 う こ と
と し て い る 。

( 1 )  詳細 な現状把握 と 具体的な対策 お よ び圏内削減
プ ロ グ ラ ム の策定

① 都道府県 を通 じ た 臭化 メ チ ル使用実態調査 と ヒ ア
リ ン グ 等 に よ る 補足調査 に よ り ， 産地 ご と に 作物 ・

対象病害虫別使用数量等の把握 を 行 う 。
② 試験研究 ・ 普及関係者等 を 含 め て技術開発， 実証

事業等の成果 ・ 見通 し を評価 し 代替技術等の確立の
可能性の見極 め を行 う 。

③ 作物 ・ 対象病害虫 ご と の具体的対策 と そ の実行計
画 (圏 内 削 減 プ ロ グ ラ ム ) の 明確化。

( 2  ) 中央， 都道府県段階等 に お け る 関係機関 ・ 団体
等 に よ る 取 り 組み体制の構築

① 行政， 普及， 試験研究の ほ か農業団体， 業界団体
等 も 含め た 推進会議等の体制 を整備 し ， 産地 と の連
携 も 図 り つ つ， 臭化メ チ ル削減対策推進の た め の運
動の展開等 を検討 す る 。

② 推進会議等 に お い て ， 対策 ・ 圏内削減 プロ グ ラ ム
の徹底， 関係機関 ・ 団体聞の役割の明確化 を行 う 。

代替技術お よ び代替薬剤の普及状況 に つ い て は， こ れ
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( キ ー ワ ー ド 臭化メ チ ル 削減対策)

盟国間
ま で国 が都道府県 に 対 し て 行 っ た ア ン ケ ー ト 調査お よ び

「臭 化 メ チ ル 代 替 技 術 に 関 す る 作 物 別 検 討 会 J ( 平 成

12  (2000) 年 1�2 月 ) な ど の 結果 か ら ， 有 効 な 代 替 技

術がな い ク リ シ ギ ゾ ウ ム シ と 土壌伝染性 ウ イ ル ス 病 を 除

い て は ， 技術的対応が可能 と さ れ る 結果 が 出 さ れ て い
る 。

作物別検討会等の結果 を 基 に ， 技術対応の進捗 ご と に
整理 を行 っ た と こ ろ ， 各主要作物 と も ， 代替技術の確立
が進み つ つ あ り ， 以下の よ う に 臭化 メ チ ル で対処 し て き
た病害虫 に つ い て 代替技術が普及で き る 作物 が出 て き て
い る 。

( 1 )  イ チ ゴ， ナ ス ， シ ョ ウ ガ， 花 き 類に つ い て は，

代替技術の普及に あ た り コ ス ト ・ 労力商等の課題 を 残 し
つ つ も ， 代替薬剤 と 耕種的 ・ 物理的|妨除の組合せ に よ り
対応が可能 な た め ， そ の 普 及 を 早 急 に 進 め る 必 要 が あ
る 。

( 2  ) 代替剤が な い土壌伝染性 ウ イ ル ス 病が問題 と な
る 可能性の あ る ス イ カ ， キ ュ ウ リ ， ト マ ト ， ピ ー マ ン，
メ ロ ン に つ い て は， 当 面， ほ かの病害虫対策 に 係 る 代替
技術の普及 を 進め る と と も に ， 土壌伝染性 ウ イ ル ス 病が
特 に 問題 と な る 場合 に つ い て は， そ の代替技術の確立 を
待 っ て普及に 移す必要 が あ る o

こ れ を 受 け， 代替薬剤の追加登録 を始 め ， 太陽熱消毒
等の各種技術 を総合的 に 組み合わ せ た 防除体系 を早急に
確立 さ せ る 必要があ り ， 場合に よ っ て は ， 作付け体系の
見直 し も 含 め検討す る 必要性 も 考 え ら れ る 。

特 に ， 土壌伝搬性 ウ イ ル ス 病等 に つ い て は， 代替薬剤
の 開 発 を 進め る と と も に ， 薬剤以外の 防除技術に つ い て
も 早急 に 開発す る 必要が あ る 。

異 体 的 な 動 き と し て ， 農 林 水 産 省 で は ， 平 成
10 ( 1 999) 年 1 月 に ， r臭化 メ チ ル 削 減計画省 内対策会
議」 を 設置 し ， 代替技術の確立 ・ 普及 を そ れ ま で以上 に
急速 に進め る た め の 方策 に つ い て 検討 を 進 め て い る 。

ま た ， 関係機関 ・ 団体等 に よ る 取 り 組み体制の具体的
な動 き と し て は， 平成 12 年 2 月 に ， 関係者 が問題意識
を共有す る と と も に ， 緊密な連携 を 図 り つ つ， 各般の対
策 を 一丸 と な っ て推進す る た め の 「臭化 メ チ ノレ削減対策
会議j を 発足 さ せ た 。
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、

早急な対応が求 め ら れ る 中， r第 2 回臭化 メ チ ル 削 減

対策会議」 を 平成 12 年 7 月 17 日 農林水産省講堂 に お い
て 開催 し た 。 会議 に は 生物 系 特定産業技術研究推進機
構， 全国 消費者団体連絡会 ほ か 関係 17 団体， 農林水産

省大臣官房， 畜産局， 食 品 流通局， 食糧庁 ほ か 関係部

局， 試験研究機関等関係者 50 名が参加 し た 。
そ の議題概要 は以下の と お り であ る ，

( 1 )  2005 年 ま で の 臭化 メ チ ル 削 減 に 対 す る 対応 の

基本的考 え 方等 に つ い て

基本的考 え 方 と し て ， 本年 1 月 か ら 2 月 に か け て 開催

さ れた植物防疫事業の臭化 メ チ ル代替技術作物別検討会

お よ び都道府県への使用実態等 に 関す る ア ン ケ ー ト 調査

等の結果 を 基 に ， 代替薬剤 お よ び代替技術の確立状況等

を踏 ま え て ， 土壌伝染性 ウ イ ル ス 病 と そ れ以外の病害虫

に 分 け た 対応の考 え 方 を 示 し た 。

( 2 ) 臭化 メ チ ル 削減 に 関 す る 12 年度活動計画 (関

係団体分) の報告 に つ い て

関係団体の平成 12 年度 の 臭化 メ チ ル 削減 に 向 け た 活

動 に つ い て の 中間報告 お よ び今後の方針に つ い て ， 構成

団体を代表 し て ， (社) 全国農業改良普及協会， 全国農業

協同組合連合会， 全国農薬協同組合お よ び (社) 日 本種苗

協会か ら ， 本年度 の活動計画の報告が行われた。

各団体の現在の取 り 組 み状況 と し て ， 臭化 メ チ ル 全

廃 ・ 削減 の情報お よ び代替技術等の取 り 組み状況 を機関

誌お よ びネ ッ ト ワ ー ク の活用 に よ り 利用者あ る い は 生産

者 に対 し て情報提供 を行 う こ と が中心であ っ た 。

( 3 ) 臭化 メ チ ル 削 減 に 関 す る 平成 13 (2001) 年度
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0第 10 回天敵利用研究会開催 の お知 ら せ
・ 主催

天敵利用研究会
・ 日 時

平 成 12 年 1 1 月 30 日 (木) 13 : 00�12 月 1 日 (金) 12 : 
00 
.場所

静岡 県職員会館 ( も く せ い会館) 静岡市鷹匠 3-6- 1，
Tel (054) 245-1595 ]R 静 岡 駅 北 口 か ら 約 1 . 3 km 徒 歩
約 20 分， パ ス 静岡鉄道路線ノ T ス (唐瀬線， 上足洗線 ほ
か) 約 15 分， 水落町 も く せ い会館前下車
・講演予定
・ 特別講演

「施設園芸 に お け る 天敵防除の変遷 と 将来の方向性」
浜村徹三氏 (野菜 ・ 茶業試)

「果樹栽培 に お け る 天敵防除の変遷 と 将来の方向性」
古橋嘉一氏 (静岡 県柑橘試)

一般講演 : 20 題程度 を 募集
.参加費等

以降の対策 (農林水産省) に つ い て

農産園芸局野菜振興課， 同果樹花 き 課お よ び技術会議

事務局 か ら 平成 13 年度以 降 の 対策 に つ い て 説 明 が行 わ
れた。

野菜振興課お よ び果樹花 き 課か ら は ，

① 現在， 農政局担当 者会議等 の場で臭化 メ チ ル 削減

対応 に 関す る 情報交換 を 行 っ て い る 。

② 13 年度 以 降 は ， 農政局 を 単位 と す る 協議会 の 設

置， 都道府県での協議会設置等 を 推進 し て 削減対策

を一層促進す る 。

③ 補助事業 に よ る 実証 を充実 し ， 代替防除技術の普
及定着 を 図 る 。

④ 必要 に 応 じ て 関係 団体等 と 協力 し て 技術開発 を 進
め る 。

と の報告が あ っ た 。

ま た ， 技術会議事務局か ら は ， 現在行わ れて い る 試験

研究 の取 り 組 み状況， 13 年度以 降 の 新 た な 試験研究課

題の説明があ っ た 。

今後の， 臭化 メ チ ル の段階的削減お よ び全廃 は， 平成

11 ( 1999) 年か ら 国際会合 に よ る 合意 に基づ き 本格的 な

生産量 の 削減が始 ま っ て お り ， 平成 13 年か ら は 基準年

(平成 3 ( 1991) 年) の 生産量 に 対 し て 50% 削 減， さ ら

に 2 年後 の 平成 15 (2003) 年 か ら は 70% の 削減が実施

さ れ る な ど， 臭化 メ チ ル 削減問題への対応が 「 待 っ た な

しJ の時期 に 至 っ て お り ， 即時 に 実施で き る 取 り 組み か

ら ， 速や か に 取 り 組む こ と が極 め て重要であ る 。

大会参加費 1 ， 000 円， 懇親会参加費 5 ， 000 円 ( い ずれ
も 当 日 ) ， 参加希望 は 10 月 23 日 ま で に 氏 名 ・ 所属 ・ 住
所 ・ Tel " Fax ・ E-mail (懇親会 の 参加 ・ 不 参加) を 明
記 し て 開催地事務局 ま で郵送か FAX でお 申 し 込み下 さ
� l O 

会場の都合 に よ り 定員 200 名 で締切 と な り ま す。
.一般講演の 申 込み

10 月 23 日 ま で に 開 催 地 事務 局 へ， 氏 名 ・ 所 属 ・ 演
題 ・ 発表方法 ( ス ラ イ ド か OHP) を 明記 し て 申 し 込 み
下 さ い。

10 月 30 日 ま で に A 4 判縦置 き (35 字 X 40 行) ， 講演
題 目 を 1 行 自 に ， 氏名 と 所属 を 2 行 自 に ， 本文 は 4 行 目
か ら と し 1 枚 に 収 ま る よ う 作成 の う え ， 打 ち 出 し 原稿 を
郵 送 か Windows 版 ワ ー プ ロ ソ フ ト (一 太 郎 ま た は
Word) の文書 フ ァ イ ル を E-mai l でお送 り 下 さ い。

な お ， 講演時聞 は 質疑応答 も 含 め て 15 分 を 予定。
・ 開催地事務局

干 438-0803 静 岡 県磐 田 郡 豊 田 町富丘 678-1 静 岡 県
農業試験場病害 虫 部 (担 当 : 片 山 晴喜) Tel (0538) 36-
1557， Fax (0538) 37-8466 

E-mai l : kharuki @ agri -exp.pref.shizuoka.jp  
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